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Abstract
  This paper attempts to elucidate the relationship between nursery teachers’ perceptions 
of their physical capabilities and their use of movement-play in their classes. The goal 
is to propose measures to improve children’s physical fitness and athletic abilities. The 
study targeted 433 instructors (43 males and 390 females) employed in nursery schools 
in Prefecture M.　Results revealed that nursery teachers are highly aware of the impor-
tance of movement-play for children in stimulating their physical growth, developing their 
body and mind, and regulating the rhythm of their lives regardless of the teachers' per-
ceptions of their physical capabilities. Nonetheless, differences in the nursery educators' 
perceptions of their physical capabilities were found to
  （1） have an impact on their direct involvement with children during exercise play,
  （2） affect their anxiety levels as a result of their consciousness of not being good at 
movement guidance, and
  （3） influence the awareness of physical fitness methods and shape the initiatives taken 
by them to enhance the bodily health and motor skills of children under their super-
vision.
  The findings emphasize the importance of enhancing the nursery teachers' technique—
regardless of their differing perceptions of their physical capabilities— of teaching move-
ment-play to children, so that the teachers are able to practice these skills in their daily 
work. Hence, efforts must be made to raise awareness among nursery school teachers re-
garding the necessity of improving children’s physical strength and motor skills. In order 
to mitigate and counteract the influence of the instructors' awareness of their physical 
capabilities, they must be encouraged to continue promoting active childcare practices in 
their daily work.
  Key words:  nursery teachers, perceived motor competence, children, movement-play, 
teaching movement
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Ⅰ．諸言
幼児期からの多様な動きの獲得や体力・
運動能力の獲得は、生涯にわたっての運動
習慣やスポーツに親しむ資質や能力を育み
健康で充実した生活を送っていくための基
盤として必要不可欠なものである。しかし、
近年我が国は幼児期からの子どもの体力・
運動能力低下が大きな課題となっている。
幼児期は神経系の発達が著しく基本運動
技能を獲得し運動習慣の基礎を培う重要な
時期である。しかし、現在の子どもを取り
巻く環境は 3 間（時間・空間・仲間）の減
少や、生活様式の変化などの影響により友
達と身体を使って楽しく遊び込む体験を家
庭や地域生活の中で積み重ねていくことが
難しい現状である。これらのことを考える
と多くの子どもが生活の場として一日の大
半の時間を過ごす保育施設において、運動
の「質」と「量」を確保しながら、楽しく
運動あそびに夢中になれるような環境を構
築していくことは子どもの心身の健全な発
育発達の為に重要になってくる。
先行研究によると、前橋ら（2001）は環
境条件（自然）と人的条件（保育者）の関
わりよって子どもの身体活動量が大きく増
えることを示し、安部（2010）は保育者が
一緒に園庭に立ち遊びの時間を共有するこ
とで子どもの身体活動量が活発になり座っ
た状態の遊びから移動を伴う遊びへと移行
することを明らかにし、杉原ら（2011）は
保育者と子どもの関わりの頻度によって運
動能力に影響を与えることを明らかにし
た。つまり、人的環境として直接子どもと
関わる保育士の子どもへの影響力は大きい
といえる。しかし、川上ら（2014）は保育
者を志す学生は全国平均に比べて体力・運
動能力が低い傾向にあり、及川（2012）は
運動あそびの展開（運動指導）に自信がな
く不安を感じていることを示し、運動指導
の自信への要因として「身体的有能さの認
知」の影響が特に強いことを明らかにした。
これらのことは、保育現場で働く保育士に
おいても「身体的有能さの認知」の差によっ
て、運動あそびの展開（運動指導）時の不
安感や子どもとの直接的な関わりなどにも
影響を及ぼしていることが推測される。
保育者を志す学生の運動あそび指導への
自信要因として及川（2012）や丸井ら（2016）
によって「運動有能感」が関連しているこ
とが明らかにされ、保育者養成校の授業で
いかに効果的に運動あそびの指導技術を学
生に習得させていくかについて検討する研
究はなされてきた。しかし、保育現場で子
どもと直接関わる保育士を対象として「身
体的有能さの認知」が運動あそび時の子ど
もとの関わりや保育士の意識にどのように
関連するかについて分析し検討した研究は
見られない。そこで、本研究は保育士の「身
体的有能さの認知」と運動あそびとの関連
性について明らかにし、保育施設における
子どもの体力・運動能力向上に向けた改善
策を提言することを目的とした。本研究は
今後の保育施設における子どもの体力・運
動能力向上に向けた保育士の意識の改善や
取組に寄与していくものと考えられる。
Ⅱ．本研究の目的
本研究は保育士の「身体的有能さの認知」
と運動あそびとの関連性について明らかに
し、保育施設における子どもの体力・運動
能力向上に向けた改善策を提言することを
目的とした。
Ⅲ．本研究の仮説
保育士の身体的有能さの認知の差は、
① 運動あそび時の子どもへの直接的な関わ
りに影響を及ぼす。
② 運動指導時の不安感や苦手意識に影響を
及ぼす。
③ 子どもの体力・運動能力向上に向けた意
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識や取組に影響を及ぼす。
Ⅳ．本研究の方法
１．調査対象
本研究の対象者は、M県内の保育所（園）・
認定こども園に勤務する保育士 980 名で
あった。調査は質問紙法による無記名自己
記入により実施した。質問紙の回収は①M
県内の保育所（園）・認定こども園 23 施設
に郵送にて調査協力を呼びかけ質問紙に回
答してもらい、返送があった質問紙 391 枚。
② M 県 S 町で開催された保育士研修会に
参加した保育士にその場で調査協力を呼び
かけ了承を得た保育士に質問紙を配布し、
回答してもらいその場で回収した 42 枚。
合計 433 名（男性 43 名・女性 390 名）を
分析対象とした。質問紙の回収率は 44.2％
であった。調査期間は平成 29 年 6 月 7 日
～平成 29 年 7 月 5 日で実施した。
倫理的な配慮として、得られた回答は統
計的に集団として処理し、個人が特定され
ることはなくプライバシーは保護されるこ
とについて明記し同意を得た保育士の回答
を集計し分析した。
２．調査項目
主な調査項目は、「保育士の運動やス
ポーツに対する意識と価値観」、「幼児期の
運動あそびの重要性についての認識」、「保
育中に感じる子どもの運動能力・体力、運
動あそびの様子についての認識」、「保育士
の子どもの体力・運動能力向上に向けた取
り組み」、「幼児期運動指針の認知度と活用
状況」、「小学校学習指導要領（体育科）低
学年の認知度と連携を意識した取り組み」、
「運動指導や運動あそびに関する認識」、「運
動あそびをする時の不安要因」について質
問紙にて尋ねた。
保育士の「身体的有能さの認知」につい
ては岡澤ら（1996）が作成した運動有能感
測定尺度（大学生）の 4 つの質問項目「①
運動能力がすぐれていると思います」、「②
たいていの運動は上手にできます」、「③運
動について自信をもっているほうです」、
「④運動の上手な見本としてよく選ばれま
す」を参考にして筆者が改変した 3 つの質
問項目「①運動能力がすぐれていると思
う」、「②運動について自信を持っていると
思う」、「③運動の上手な見本としてよく選
ばれた」に岡澤らと同じ 5 件法の選択肢を
用いて、「よくあてはまる」に 5 点、「やや
あてはまる」に 4点、「どちらともいえない」
に 3 点、「あまりあてはまらない」に 2 点、
「まったくあてはまらない」に 1 点を与え
た。総得点の範囲は 3 点～ 15 点であり、
433 名のサンプルから総得点の平均値 7.84
点を算出した。そこで、平均値法を用いて
総得点が平均値より高い「身体的有能さの
認知高群（総得点 8 点～ 15 点）」248 名と
総得点が平均値より低い「身体的有能さの
認知低群（総得点 3 点～ 7 点）」の 2 群に
分けた。
３．統計処理の方法
IBM SPSS Statistics ver.19 を用いて身
体的有能さの認知「高群」と「低群」の 2
群間でχ 2 検定と対応のない t 検定を用い
て分析した。統計処理の有意水準は危険率
5％未満とした。
Ⅴ．結果と考察
１．調査対象の基本属性について
今回の調査で回答を得た保育士は男性
43 名（10％）、女性 390 名（90％）であっ
た（表 1）。また、保育士の年代は 20 代～
30 代が最も多く全体の 80％であった（表
2）。また、幼稚園教諭二種と保育士の 2 つ
資格と免許を所有している保育士が全体の
69％であり、資格を取得した学校は短大・
専門学校 329 名（77％）、4 年制大学 81 名
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（19％）であり、2 年制の保育者養成校を
卒業して保育の現場に勤務する保育士の割
合が多かった。
２．保育士の運動やスポーツに関する意識
と価値観について
運動やスポーツをすることが「好き・と
ても好き」63％、「嫌い・とても嫌い」6％、
運動やスポーツが「とても大切・まぁ大
切」59％、「あまり大切ではない・全く大
切ではない」8％であった。全体的に保育
士の「運動やスポーツに関する意識と価値
観は高い傾向にあるものの、運動やスポー
ツに関して「嫌い・大切ではない」と感じ
ている保育士もいることが確認できた。ま
た、身体的有能さの認知「高群」と「低
群」の 2 群間で「運動やスポーツをするこ
とが好き」・「自分自身にとって運動やス
ポーツが大切なものである」かどうかにつ
いて、対応のない t 検定を用いて検討した
結果（図 1）、「運動やスポーツをすること
が好き」（t=12.920,df=431, p<.001）、「自分
自身にとって運動やスポーツが大切なもの
である」（t=9.745,df=431, p<.001）の 2 項
目で有意差が見られた。スポーツ庁（2016）
の調査によると「自身の運動やスポーツに
関する価値観は、日常的に運動している者
ほど強く感じている」ことが示されている。
これらのことからも、身体的有能さの認
知「低群」は「高群」に比べ、自身の生活
において運動する機会が少なく、運動やス
ポーツに付随する楽しさや魅力などの価値
を享受できていないことが推測される。
３．保育士自身の運動能力に関する認識に
ついて
保育士自身の運動能力に関する認識につ
いては、全体の傾向として「運動能力がす
ぐれていない」、「運動について自信が持て
ない」と感じている保育士の割合が「運動
能力がすぐれている」、「運動について自信
を持っている」と認識している保育士より
も多く、全体的に運動有能感が低い傾向が
示された（図 2．図 3）。
図 1　身体的有能さの認知による運動やスポーツの価値観
についての比較
図 2　保育士の運動能力に関する認識（1）
　　　（運動能力がすぐれている）
図 3　保育士の運動能力に関する認識（2）
　　　（運動について自信をもっている）
表 1　保育士の性別の内訳
表 2　保育士の年代の内訳
中曽根　裕
158
４．幼児期の運動あそびの重要性について
の認識について
運動あそびは子ども心身の発育発達を促
し、生活リズムを整えるのに重要であると
非常に高く保育士が認識していることがわ
かった。また、身体的有能さの認知「高群」
と「低群」の 2 群間で対応のない t 検定を
用いて検討したが、3 項目とも有意差は見
られなかった（図 4）。これらのことから、
幼児期の運動あそびは、子どもの健やかな
心身の発育発達に重要であると身体的有能
さの認知の差に関連なく非常に高い認識を
示した。
５．保育士の子どもの運動能力・体力・運
動あそびの認識について
好んで運動あそびを進んで「する子・し
ない子」の二極化傾向を保育士の 87％が
感じていた。また、子どもの運動能力・体
力の低下や身体を器用に動かす能力、意識
して身体を使う能力の低下を感じている保
育士も半数以上いた。これらの結果から、
保育士は日常の保育の中で、子どもの運動
能力や体力、身体を器用に使う能力の低下
など様々な様態の変化を実感し認識してい
ることがわかった。身体的有能さの認知「高
群」と「低群」の 2 群間で対応のない t 検
定を用いて6項目を検討した結果（図5）は、
「子どもの運動能力・体力の低下を感じる」
（t=2.116,df=431, p<.05）の項目で有意差が
みられ、他の項目については有意差は見ら
れなかった。この結果から、「高群」は「低
群」に比べ、子どもの運動能力・体力の低
下を感じており、「低群」は「高群」に比
べ子どもの運動能力・体力の低下を感じて
いないということが明らかとなった。
この要因としては、身体的有能さの認
知「高群」・「低群」の 2 群間において自身
の運動や遊び込みの経験の差により、子ど
もの運動能力や体力の情報を分析していく
能力や、運動に対しての意識の向け方の違
いが影響しているのではないかと考えられ
る。
６．子どもの体力・運動能力向上に向けた
取り組みについて
運動能力テストを実施している割合は
19％と実施率は非常に低く、子どもの身体
の育ち（運動能力や体力）を客観的に分析
し把握するための指標となる運動能力テス
トはほとんど実施されていないことがわ
かった。また、子どもの体力・運動能力の
向上のためにクラスとして目標を設定し年
間を通した取組や、保育士間で子どもの動
き作りや運動指導方法について検討してい
ない割合が約半数の 49％であった。これ
らは、保育士個人としての取り組みよりも、
園全体としての方針や取り組みなどの要因
も影響していることが考えられる。しかし、
これら 3 項目について保育士の身体的有能
さの認知「高群」と「低群」の 2 群間で
χ2 検定を行った結果、「先生同士で園児の
図 4　身体的有能さの認知による幼児期の運動あそびの重
要性についての比較
図 5　身体的有能さの認知による保育中に感じる子どもの
運動能力・体力・運動あそびの認識についての比較
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体力や運動能力向上に向けて、動き作りや
運動指導方法について検討している。」（図
6）の項目で有意であった（χ2=8.863, df=1, 
p<.01）。他の 2 項目は有意差が認められな
かった。この結果から、身体的有能さの認
知「高群」は「低群」に比べ子どもの運動
能力向上に向けて、動き作りや運動指導方
法について検討していると解釈することが
できた。つまり、身体的運動有能さの認知
「高群」・「低群」によって、子どもの運動
能力向上に向けた意識や取組に差が生じて
いることが明らかとなった。
７．保育士の運動指導や運動あそびに関す
る認識について
保育士の身体的有能さの認知「高群」と
「低群」の 2 群間で対応のない t 検定を用
いて検討した結果「高群」と「低群」にお
いて 14 項目（p<0.001）、1 項目（p<0.01）
の全ての調査項目で有意差が見られた（図
7）。「高群」と「低群」の 2 群間で平均の
差が 0.5 点以上あった項目は 6 項目あり、
高い順から「子どもと運動やスポーツを
することが好き（p<0.001）」平均の差 0.72
点、「子どもに運動技術や動作パターンの
手本を見せることができる（p<0.001）」平
均の差 0.71 点、「子どもたちに運動やスポー
ツの魅力や楽しさについて話しをしている
（p<0.001）」平均の差 0.61 点、「子どもが
思わず体を動かしたくなるような環境をつ
くっている（p<0.001）」平均の差 0.60 点、「子
どもに動きのコツやポイントを教えること
ができる（p<0.001）」平均の差 0.58 点、「子
どもが運動に魅力を感じるような運動指導
ができる（p<0.001）」平均の差 0.51 点であっ
た。これらの項目から考察すると、保育士
の身体的有能さの認知「高群」と「低群」
の２群間において、子どもに魅力的な運動
あそびの環境を構築することや、一緒に運
動あそびやスポーツを「する・見せる・教
える・話す」など、運動あそび時の子ども
への直接的な関わりに大きな差が生じてい
ることが明らかになった。
次に、本調査における保育士の全体的な
「運動指導や運動あそびに関する認識」の
傾向について考察していく。
15 項目を 5 件法にて①まったくあては
まらない 1 点、②あまりあてはまらない 2
点、③どちらともいえない 3 点、④ややあ
てはまる 4 点、⑤非常にあてはまる 5 点、
として得点を与え 15 項目の平均点を算出
した。
その結果、保育士の認識として平均点が
高かった上位 3 項目は 1 位「子どもと運動
やスポーツをすることが好き」平均点 4.00
点、2 位「自由遊びの時に子どもの仲間の
一員としていつも一緒に活動している」平
均点 3.95 点、3 位「運動が苦手（嫌い）な
傾向にある子どもに応じた関わりや取組を
している」平均点 3.46 点であった。一方、
平均点が低かった上位 3 項目は 1 位「子ど
もの運動状況や運動課題について保護者
と情報を共有し連携を図っている」平均
点 2.74 点、2 位「子どもの運動状況や運動
課題について分析し、具体的な取り組みを
している」平均点 2.85 点、3 位「子どもが
運動に魅力を感じるような運動指導ができ
る」平均点 2.88 点であった。これらの傾向
から、保育士は自由遊び時に子どもと一緒
に運動やスポーツを楽しみ、運動が苦手（嫌
い）な傾向にある子どもに応じた関わりを
してはいるものの、子どもの運動状況や運
動課題を客観的に分析する能力や、子ども
図 6　子どもの体力・運動能力の向上に向けた、動き作り
や指導方法について保育士間で検討している状況
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が魅力を感じるような運動指導を展開して
いくことに不安や苦手意識を抱く保育士が
多い現状が明らかとなった。上記の理由が
「子どもの運動能力や運動課題に関して保
護者と情報共有し連携を図る」ことに消極
的になる原因ではないかと考えられる。
８．運動あそびをする時の不安要因
保育士が子どもと運動あそびをする時の
不安要因の上位（表 3）は、1 位「子ども
の怪我」204 名（48％）、2 位「運動に関し
ての知識や技能が少ない」48 名（11％）、
3 位「運動あそびのバリエーションが少な
い」43 名（10％）、4 位「集団に対する指
導技術」31 名（7％）であった。これらの
保育士の運動あそびの不安要因を考察する
と、「子どもの怪我」に不安を感じている
保育士が多くいることがわかった。しか
し、保育士が「子どもの怪我」を恐れて「運
動あそび」に消極的になり、日中の子ども
の身体活動量を減少させ「動的活動」を制
限させてしまうようなことは避けなければ
ならない。また、「安全」ばかりに意識を
向けてしまい、「動的な遊び」が持つ楽し
さの醍醐味を子どもから奪ってしまうこと
がないように留意していかなければならな
い。
この不安要因を解決する為には、保育
士が感じているその他上位の不安要因であ
る「運動に関しての知識や技能」、「運動あ
そびのバリエーションや遊びのアレンジ」、
「集団に対する指導技術」などの「運動あ
そび」を上手にリードする為の専門的な支
援や助長の方法について知識や技能を深め
ていくことが必要であろう。そして日々の
保育の中で自信を持って子どもと一緒に
楽しみながら運動あそびを展開していくこ
とが望まれる。
保育士が「運動あそび」に関する専門性
を更に高めていくことで、運動あそびを「安
全」に「楽しく」子どもに提供できるよう
になると思われる。
Ⅵ．本研究の限界と今後の課題
本研究を振り返ると以下のような限界
と今後の課題があげられる。第一に、本研
図 7　身体的有能さの認知による園児への運動あそび（運動指導）についての比較
表 3　保育士の運動あそびをする時の不安要因の内容
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究では M 県内の保育士のみのサンプルで
ありサンプル数が少ない。調査する県や市
町村などの地域性によって保育士の運動あ
そびの認識や取組に差があるものと推測さ
れる。今後は調査を広範囲で実施する必要
があるであろう。第二に、本研究は質問紙
法で保育士の身体的有能さの認知「高群」
と「低群」の 2 群間において身体的有能さ
の認知と運動あそびとの関連性について χ2
検定と対応のない t 検定を用いて分析検討
したものである。しかし質問紙法で得られ
た回答のみで分析し検討している為、保育
士の主観によるデーターのばらつきがある
ものと考えられる。より客観的な研究を行
うためには、活動量計（ライフレコーダー）
を使用して保育士や子どもの身体活動量を
抽出し、保育士の身体的有能さの認知「高
群」と「低群」において比較検討を行い、
子どもの運動能力テストの結果の関連性な
どについても深く分析し検討していく必要
がある。
Ⅶ．結論
本研究の目的は、保育士の「身体的有能
さの認知」が保育現場においてどのように
運動あそびと関連しているのかについて分
析し明らかにすることであった。そこで、
M 県内の保育士 433 名（男性 43 名・女性
390 名）を分析対象とし、身体的有能さの
認知「高群」（248 名）、「低群」（185 名）
との 2群間で χ2 検定と対応のない t検定を
用いて分析を行った。主な結果は以下の通
りである。
保育士は身体的有能さの認知に関連なく
「運動あそびは子どもの心身の発育発達を
促し生活リズムを整えるのに重要である」
と高く認識しているものの、「身体的有能
さの認知」の差によって、
① 運動あそび時の子どもとの直接的な関わ
りに影響を及ぼす。特に保育士の身体的
有能さの認知「高群」と「低群」の 2 群
間において、魅力的な運動あそびの環境
を構築することや、子どもと一緒に運動
あそびやスポーツを「する・見せる・教
える・運動の楽しさや魅力を伝える」な
どの直接的な関わりに差が生じていた。
② 運動指導時の不安感や苦手意識に影響を
及ぼす。特に身体的有能さの認知「低群」
においては、不安感や苦手意識を強く感
じている傾向が見いだされた。
③ 子どもの体力・運動能力向上に向けた取
り組みや意識に影響を及ぼす。身体的有
能さの認知「低群」は、子どもにとって
運動あそびは心身の発育発達を促し生活
リズムを整えるのに重要であると高く認
識しているものの、「保育士間で子ども
の体力・運動能力の向上に向けた動き作
りや運動指導方法について検討してい
る」、「子どもの運動能力や動きを分析し
具体的に課題解決の為の取組をしてい
る」、「保護者と情報を共有し子どもの体
力・運動能力向上に向けた連携を図って
いる」などで「高群」と比較すると、意
識や取組に差が生じていた。
これらのことから、保育士の身体的有
能さの認知と運動あそびとの関連性が明ら
かとなり、身体的有能さの認知の差によっ
て子どもとの直接的な運動あそび時の関わ
りや取組に差が生じていることが明らかと
なった。
今後は保育施設における、子どもの心
身の健全な発育発達の保障の為に、全ての
保育士が身体的有能さの認知の差に影響さ
れることなく、子どもの運動についての知
識を深め適切な運動あそびの支援や助長の
手法を身に付け、日常の保育の中で運動の
「質」や「量」を意図しながら連続的に保
育実践していくことが望まれる。その為に
先ずは子どもと直接関わる保育士の子ども
の「体力・運動能力向上」に向けた更なる
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意識の向上と様々な取り組みの充実が必要
である。
Ⅷ．提言
子どもの体力・運動能力向上に向けた改
善策として、保育施設や保育士に下記を提
言する。
① 子どもにとって人的環境として影響力の
ある保育士が運動あそびの支援や助長の
手法について深い知識と実践力を身に付
け、日常の保育の中で運動の「質」と「量」
を意識しながら、連続的に保育を展開し
ていくことが必要である。
② 地域社会や家庭に情報を発信し、多種他
機関と連携協働しながら子どもの体力・
運動能力向上に向けた連続性のある様々
な取り組みの充実が必要である。
③ 全国統一した幼児の体力・運動能力テス
ト（3歳以上）を実施しデーターを集約し、
子どもの体力・運動能力、動きの習得状
況について客観的に分析できるようなシ
ステムの構築が必要である。
④ 保育士が子どもの発育発達に応じて適切
な運動あそびの支援や助長を実践してい
けるように、「運動あそび」に関する知
識と実践力を身に付けていく必要があ
る。その為に「運動あそび」に関する保
育士の研修を必修化していくことが必要
である。
これらの提言の早期実現が、子どもの体
力・運動能力の向上に繋がり、子どもの健
康「生きる力」の基礎を培っていくことに
寄与していくことを強く訴えていきたい。
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